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敬称略

氏　名 備　考

髙 橋 清 松戸交通安全協会 会長

田 居 照 康 松戸東交通安全協会 会長

中 村 要 子 松戸交通安全母の会 会長

小 倉 一 晄 松戸警察署 交通課 課長

伊 藤 陽 一 松戸東警察署 交通課 課長

小 北 真 弓 松戸市 市民部 部長

栗 田 友 樹 松戸市 市民部 市民安全課 課長

芦 田 百 代 松戸市 教育委員会 学校教育部 学務課 学校保健安全担当室 室長

中 平 治 松戸市 総合政策部 部長

渡 邉 剛 史 松戸市 総合政策部 政策推進課　課長

窪 松 ま ど か 関東運輸局 自動車技術安全部 管理課 専門官（オブザーバ参加）

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会　委員名簿(案)
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議案１ 
 

 

協議会規約（案）について 

 

 

標記の件について、令和８年度においても別添のとおり規約を適

用していくことについて協議するものです。 
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松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会規約（案） 

 

（名称） 

第１条 本会は、松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会（以下

「協議会」という 。） と称する。 

（目的） 

第２条 協議会は、松戸版図柄入りナンバープレートの交付に伴う寄付金の活

用使途等を選定するとともに、松戸版図柄入りナンバープレートの普及促進

を図り、もって松戸市の都市イメージを向上させ、観光振興及び地域振興に

寄与することを目的とする。 

（所掌事項） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項を所掌する。 

（１）寄付金の活用使途等の選定に関すること 

（２）会員団体相互の連携・情報共有に関すること 

（３）その他、松戸版図柄入りナンバープレートの普及に必要な事項に関する

こと 

（組織） 

第４条 協議会は、別表第１に掲げる構成員をもって組織する。 

２  協議会は、その議決により、協議会に構成員を新たに加えることができる。 

（役員） 

第５条 協議会に次の役員を置く。 

（１）会長  １名 

（２）副会長  若干名 

２  会長は、松戸市総合政策部長をもって充てる。 

３  副会長は、協議会の同意を得て構成団体の中から会長が指名する。 

（役員の職務） 

第６条 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

２  副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 協議会の会議は、必要に応じて会長が招集し、その議長となる。 

２  会議は、会員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 

３  会議の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長が決

するところによる。 

４  会長は、必要がある場合には、会議に会員以外のものを出席させ、意見を

求めることができる。 
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（事務局） 

第９条  協議会の事務を処理するため、松戸市総合政策部内に事務局を置く。 

２  事務局に関して必要な事項は、会長が定める。 

（その他） 

第 10 条  この規約に定めるもののほか、協議会に関し、必要な事項は、会長

が別に定める。 

附 則 

この規約は、令和５年７月２５日から施行する。 

附 則 

 この規約は、令和７年７月２２日から施行する。 

 

別表第１（構成員） 

団体名 

松戸交通安全協会  会長 

松戸東交通安全協会  会長 

松戸交通安全母の会  会長 

松戸警察署交通課  課長 

松戸東警察署交通課 課長 

松戸市市民部  部長 

松戸市市民部市民安全課 課長 

松戸市教育委員会学校教育部学務課学校保健安全担当室 室長 

松戸市総合政策部 部長 

松戸市総合政策部 政策推進課 課長 

関東運輸局（関係職員のオブザーバ参加） 
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議案２ 
 

 

副会長の選任について 

 

 

標記の件については、松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活

用協議会規約第５条３項に基づき、会長が指名することと定められ

ている。 

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会については、

交通安全に関わる関係者で構成されていることから、令和８年度の

副会長は前年度に引き続き本市の市民安全に関わる行政を統括する

市民部長を再任することについて協議するものです。 
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報告１ 
 

 

松戸ナンバーのあゆみについて 

 

 

標記の件について、別添のとおり報告する。 
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松戸ナンバーのあゆみについて

令和８年７月
松戸版図柄入りナンバープレート

寄付金活用協議会 資料
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地方版図柄入りナンバープレートとは

ナンバープレート申込時、
図柄入りナンバーを希望

取付（フルカラー版は寄付金
＋1000円以上の支払いが必要）

寄付金は地域の
交通改善等の
取り組みに活用

走る広告塔として
地域の魅力を発信

• 平成30年10月より交付開始
• これまでに日本全国73地域で導入されている
（第1弾(平成30年～)：41地域、第2弾(令和2年～)：17地域 ※松戸市は第2弾導入地域、
第3弾(令和5年～)：10地域）、第4弾（令和7年～）：5地域

• 申し込みから寄付金活用までの流れ
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松戸ナンバーの導入について①
・市民意識調査の実施（平成29年8月）
自動車のナンバープレートの地域名表示について

地方版図柄入りナンバープレートについて
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松戸ナンバーの導入について②
・選考委員会の設置

(平成30年5月23日)
・デザイン案の全国公募
  (平成30年6月1日～7月16日)
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松戸ナンバーの導入について③
・市民人気投票

(平成30年10月1日～10月30日)

全６,５０１票

12



松戸ナンバーの導入について④
・デザイン決定(平成31年1月15日号 広報まつど)

・交付開始(令和2年5月11日～)
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デザイン活用事例
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取り付けにかかる費用
登録自動車 軽自動車

自家用 事業用 自家用

通常版

一連番号(シート式） 中板：1,980円、大板：2,980円 中板：2,100円

希望番号（シート式） 中板：5,000円、大板：6,000円 中板：5,200円

松戸版図柄入り
（カラー版）

・中板：8,500円＋寄付1,000円以上
・大板：13,200円＋寄付1,000円以上

中板：8,600円
＋寄付1,000円以上

松戸版図柄入り
（モノトーン版）

・中板：8,500円、大板：13,200円 中板：8,600円
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申込件数と普及率の推移
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17地域の中で申し込み件数
No.1を維持（申し込み開始以来）
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報告２ 
 

 

寄付金活用事業助成制度の概要・全国の助成実績について 

 

 

標記の件について、別添のとおり報告する。 
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寄付金活用事業助成制度の概要

令和８年7月
松戸版図柄入りナンバープレート

寄付金活用協議会 資料
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寄付金活用事業の手続きフロー
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寄付金活用事業について
＜ポイント＞
 寄付金活用事業の協議を行う協議会を設置し、活用方針を決定する。
 寄付金は、対象地域の地域公共交通サービスの改善、観光振興に活用する。
 地域住民への寄付金の活用方針を周知する。

活用方針決定時のポイント

普及促進にもつながる
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寄付金活用（助成）事業例

告示･･･自動車登録番号標及び車両番号標の塗色を定める告示
（平成29年2月13日付 国土交通省告示第99号）22



No. 導入地域名 助成先事業者名 助成対象事業内容

1 弘前（青森県弘前市等） 株式会社ムジコ・クリエイト

横断歩道交通ルール周知事業　桜ダイヤモンド企画
自動車等による交通事故防止対策のため交通広場やチラシ等、SNSでの情報発信により、
「信号機のない横断歩道は歩行者優先」と交通ルールの遵守を広報していく。交通広場の横
断歩道やダイヤマーク等の周囲を桜色に標示し、りんご娘等のタレントを起用したイベント
や撮影を行い、チラシ・ポスター・ステッカーを作成、またSNSで情報発信する。

1,216,380 円

2 仙台（宮城県仙台市） 仙台市

SENDAI光のページェント会場循環バス運行事業
令和６年の「SENDAI光のページェント」では、会場間の距離があることから、イベント全
体の来場者数および消費額の減少が見込まれている。課題となる会場間の移動手段を確保す
るため、新たに循環バスを運行し、会場間の周遊促進および滞在時間延長による消費拡大を
図る。また、循環バスの車窓から見えるイルミネーションなど新たな見どころ創出による、
新規来場者獲得に取り組むためチラシやHP・SNSにより広く周知する。

5,412,540 円

3 秋田県（秋田県全域） 秋田市

バス発着案内デジタルサイネージ設置事業
路線バスの利便性向上を図るため、路線バス事業者が作成しているオープンデータを活用し
て、バスの運行情報を提供するデジタルサイネージを秋田駅西口バスターミナル付近の秋田
駅東西自由通路内に実証的に設置し、今後予定しているバス事業者による本格設置に向けて
表示内容の調整等課題の抽出とその対策を行う。

610,219 円

4 土浦（茨城県土浦市等） 土浦市

土浦市観光情報発信事業
観光情報を広く発信するために効果的なPRをする手段として市内の観光情報が記載された目
に留まる手提げ袋を作成し、観光パンフレットとノベルティ等を同封して配布することで、
事業の目的である観光誘客に寄与する。手提げ袋は、市内外の観光・物産ＰＲイベントにて
活用する。

439,560 円

令和６年度「地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業に対する助成事業」の助成実績一覧

　この助成事業は、当財団が寄付者の皆様からお預かりした地方版図柄入りナンバープレートの導入地域における交通改善、観光振興などに資する取組みに対する支援事業への寄付金を基に、地方版図柄入
りナンバープレートの寄付金活用事業に対して助成を行うことにより、交通改善、観光振興等に資することを目的とし、当財団が、令和６年度の助成事業として令和６年７月１日（月）から7月３１日
（水）の期間に公募を行い、実施した助成事業です。

助成金交付額
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5 前橋市

スケアードストレート交通安全教室実施事業
中学生を対象にスタントマンが、実際の交通事故を再現する「スケアード・ストレート方式
の自転車交通安全教室」を実施し、交通事故の危険性や怖さ、交通ルールの大切さを認識し
てもらうことで、将来にわたり交通事故に繋がる危険行為を未然に防ぐことを図る。

1,064,000 円

6 吉岡町

通学バス発着場への防犯カメラ設置事業
運転手の安全保障や自己管理及び安全運転に資するため、通学バス発着場及び隣接道路を撮
影可能な通学バスの発着場付近（吉岡町上野田地内）の電柱に防犯カメラを設置し、設置し
たことをHP等で広報を行う。防犯カメラで撮影されているということをドライバーに意識づ
けることで、事故の発生率の減少に寄与することを図る。

266,000 円

7 松戸交通安全協会

交通安全啓発品等作成・配布事業
交通安全の啓発を図るため、交通安全教室等の参加者へ反射材ストラップ及び反射材キーホ
ルダーの交通安全啓発物品を市内全域で配布し、身に着けて頂くことで、特に夕方・夜間に
おける自動車等からの認知度向上を図り、松戸市内の交通事故死傷者数を減少させる。

398,200 円

8 松戸交通安全母の会

交通安全啓発品等作成・配布事業
交通安全の啓発を図るため、市内全新入学児童への反射材付きの黄色いランドセルカバーを
配布することにより、運転ドライバーや周りの人から見つけやすくなり、松戸市内における
歩行中の子どもの交通事故死傷者数を減少させる。

500,000 円

9 新宿区

新宿駅周辺の利便性向上事業
国内外から訪れる観光旅行客等をはじめ、誰にとっても利用しやすくなるよう、変わりゆく
新宿駅周辺の現状を分かりやすく図示した新宿ターミナルマップ及びエレベーター・階段
マップを、印刷、配布することによって、新宿駅利用者の利便性向上を図る。

991,500 円

10 一般社団法人東京都交通安全協会

交通安全対策事業
交通安全活動の支援のため交通安全啓発品として反射材用品を作成し、一般社団法人東京都
交通安全協会及び警視庁交通部並びに地域交通安全協会に配布し、各警察署等とも連携しな
がら、主に高齢者を中心に配布し、反射材用品を活用した交通事故防止を呼び掛ける。

991,500 円

11 杉並（東京都杉並区） 杉並区

グリーンスローモビリティ運行の普及啓発・利用促進事業
令和６年度の荻外荘公園の開園に合わせて、令和６年11月からグリーンスローモビリティを
荻窪駅南側地域で運行することとしており、新たな公共交通サービス導入にあたってチラシ
やオリジナルクリアファイルを作成・配布を行い普及啓発・利用促進を行う。

329,000 円

12 葛飾（東京都葛飾区） 葛飾区

高齢者向け自転車利用・交通安全啓発活動事業
高齢者に向けた自転車利用・交通安全啓発活動を実施する。自転車や歩行者の交通事故防止
を目的としての講義、実際の交通場面の危険性をシュミレータで体験する。また、警察署の
交通課による区内の危険箇所等の講話も実施する。

248,763 円

13 新潟（新潟県新潟市等） 新潟市ハイヤータクシー協会

地域を支えるタクシードライバーの観光マインド醸成事業【令和８年１１月３０日までの複
数年度事業】
新潟地域のタクシードライバーの観光マインドの底上げを図るとともに観光意識の醸成を図
るため、座学による観光研修を2回に分けて実施する。研修の内容については動画を制作し
て保存し新潟県内各地における今後の観光研修において活用する。

295,100 円

東京都（東京都全域）

前橋（群馬県前橋市等）

松戸（千葉県松戸市）
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14 福井県クルマに頼り過ぎない社会づくり推進県民会議

交通系ICカード説明動画制作事業
福井県では北陸新幹線開業にあわせ、令和6年度から路線バスに交通系ＩＣカードが導入さ
れており、今年度には県内の鉄道においても導入が予定されている。これまで交通系ＩＣ
カードを利用したことがない方にも気軽にＩＣカードを利用いただけるように、ＩＣカード
の利用を促進する動画を制作し、ＰＲに活用する。利用者の利便性も向上するため、公共交
通の利用増にもつながることから、公共交通の維持確保を図る。

605,000 円

15 福井県クルマに頼り過ぎない社会づくり推進県民会議

｢幸福｣エピソード紹介動画制作事業
鉄道・バスにまつわるエピソードの動画を作成、公開することで、公共交通機関を普段から
利用されていない方にも公共交通を身近に感じていただく。また、運転士との心あたたまる
エピソードを公開することで、運転士という職業のイメージアップにも寄与する。これらに
より、公共交通を利用するきっかけ作りや、喫緊の課題となっている運転士不足の解消を目
指し、公共交通機関の維持確保を図る。

1,210,000 円

16 公益社団法人おうみ犯罪被害者支援センター

交通事故被害者救済対策事業【令和８年３月３１日までの複数年度事業】
交通事故被害者の遺族の救済を目的とし、昨年に引き続き同じメンバーで研修交流会を3回
開催する。研修交流会の目的の一つは、被害者から支援者へと成長していかれること。目的
の二つめは、支援者が被害者の心情の理解を深めることによって、支援技術の向上に役立て
る。

318,606 円

17 公益社団法人びわこビジターズビューロー

滋賀県観光ＰＲ事業【令和８年３月３１日までの複数年度事業】
滋賀の魅力等の発信を行うことで観光誘客を促し、コロナ禍で落ち込んだ観光入込客数の回
復を目指し、今年度の事業では、令和５年度に別事業で制作したデジタル子ども向け観光パ
ンフレットを、紙パンフレットとして作成することにより、小学生向けに「シガリズム」の
発信強化を図る。県内の各観光案内所や観光・宿泊施設への設置および、大規模イベント等
で配布することによりファミリー層の観光誘客に繋げる。

852,500 円

18 飛鳥（奈良県橿原市等） 株式会社ベストライン

飛鳥ナンバー対象地域観光プロモーション事業
飛鳥ナンバー対象地域(橿原市、明日香村、高取町、田原本町、三宅町)の観光情報をPRする
ことで、誘客を図ることを目的とし、当該地域をPRするデザイントラックを制作する。デザ
イントラックは主に近畿圏～関東圏間において走行させることで、多数の人に当該地域の観
光情報をPRする。

3,102,000 円

19 いずも産業未来博実行委員会

いずも産業未来博2024のシャトルバス運行事業
近隣の混雑緩和、駐車場不足の解消を図るとともに、より多くの市民に出雲の産業に触れて
いただけるよう無料シャトルバスを運行する。これにより未来の産業を担う子どもや学生な
ど若者と、地元企業・団体・学校が交流する場を創出し、将来の雇用確保と定住促進を図
る。

250,000 円

20 出雲ドームかみあり吹奏楽フェスタ実行委員会
出雲ドームかみあり吹奏楽フェスタのシャトルバス運行事業
会場周辺の渋滞緩和を図り、駐車場不足を補うため、ゆめタウン出雲と出雲ドームを行き来
する無料シャトルバスを運行する。

250,000 円

福井（福井県全域）

滋賀（滋賀県全域）

出雲（島根県出雲市等）
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21 徳島（徳島県全域） 一般社団法人みなみ阿波観光局

観光ＰＲのためのグルメマップ制作事業
インバウンドを中心に観光需要が回復傾向にある中、「稼げる」地域の観光情報発信ツール
として、Ｇｏｏｇｌｅマップをベースとした「徳島県南部「グルメ＆お土産」マップ」を制
作し、管内の宿泊施設や飲食店等に卓上ＰＯＰ（ＱＲコード付き）を配付・掲示すること
で、更なる観光誘客の拡大、地域内滞在時間の拡大、地域内観光の周遊促進を図る。

250,000 円

22 香川（香川県丸亀市等） 香川県交通安全県民会議
交通遺児就学支援事業
交付申請のあった方全員に図書カードを配付するとともに、入学一時金（中学校、高等学校
に入学する方）を支給することで就学を支援する。

550,000 円

23 愛媛（愛媛県全域） 全国共済農業協同組合連合会　愛媛県本部

交通安全広報作品制作と交通安全に向けた広報活動事業
「横断歩道止まろうキャンペーン」の一環として、令和４年６月から取り組んでいる「大人
も手を上げよう」運動の更なる普及、促進を図り、愛媛県民の交通事故防止、交通安全意識
の醸成を目的とし、「大人も手を上げよう」運動をモチーフとした作品を制作やライブイベ
ントを実施し、交通安全の広報作品のお披露目を行うことで愛媛県民にこの運動を知っても
らう。また、「大人も手をあげよう」運動に係るイラストを活用したポスター、リーフレッ
ト及びのぼり旗を作成し、これらを活用した広報啓発活動を強力に推進する。

1,597,090 円

24 一般社団法人　大分県バス協会

観光旅行客利便性向上のための観光情報PR事業
大分県が作成している観光情報サイトに繋がる「ＱＲコード」を掲載したポスターを作成
し、空港連絡バスや高速バス、貸切バス及び観光利用のタクシー車両に掲載する。バス、タ
クシーを利用した観光旅行客に大分県をＰＲすることにより、当該旅行での観光地選択の幅
を広げるだけでなく、再度訪れたいと思わせることができる。

148,500 円

25 一般社団法人　大分県タクシー協会

公共交通機関維持確保のための運転士確保事業
バス・タクシー運転士の仕事内容・イメージアップ、いつでも運転士を募集中であることや
合同就職説明会の開催等について、幅広く広報することにより、広く運転士募集への応募や
合同企業説明会への参加者を確保し、結果としてできる限り多くの運転士を確保する。

1,995,400 円

26 沖縄県（沖縄県全域） 首里の朝市実行委員会

観光イベントや誘客キャンペーンの開催に関する事業（首里の朝市）
首里城公園内・芝生広場で『第３回 首里の朝市』を開催する。フライヤーやポスターの制
作、印刷、ＳＮＳを駆使してマスメディアとも連携して告知に注力していく。イベント継続
を見据え、ＰＲ写真をプロカメラマンが撮影して、今後のＰＲに活用。観光客と、地元客・
周辺の店との交流を促進することで、イベント自体が独特の新しい観光資源となり首里城の
復興に資するよう盛り上げていく。

381,996 円

24,273,854 円

大分（大分県全域）

合　計（１９地域 ２６者 ）
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報告３ 
 

 

令和７年度事業の報告について 

 

 

標記の件について、別添の「地方版図柄入りナンバープレートの寄

付金活用事業助成対象事業実績報告書」「助成金交付申請事業の実施

結果」「助成金交付決定額及び助成対象経費の内訳等」「助成金交付申

請事業に係る総事業費の財源内訳」等のとおり事業を実施したこと

を報告する。 

 

 

 

（参考）令和７年度助成決定額 

・松戸交通安全協会・・・・・・３９８，２００円 

・松戸交通安全母の会・・・・・５００，０００円 
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Ver.1.0

様式第８　別紙１

交付決定事業者名 松戸交通安全母の会　会長　中村要子

①助成対象事業の名称

②事業の実施期間

③事業の実施対象地域

松戸市

④事業実施結果

⑤事業実施の際に表示した実績

⑥事業実施による成果及び今後の展開について
令和８年度3月までに松戸市内小学校の新一年生分のランドセルカバーを配布完了し、新年度からの着用
が可能となり、松戸市内における歩行中の子ども（中学生以下）の交通事故死傷者数を減少につなげて
いきたい。

【交付申請時】 【事業完了時】

当団体の交通安全に資する事業のひとつに、市内小
学校（45校）における全新入学児童（4,000人）を
対象としたランドセルカバー(黄色く目立つもの)を
配布する事業がある。（昭和45年から事業を開始）
当該事業は当団体の会費等から毎年の調達予算を捻
出してきたが、近年の資材価格高騰の影響からラン
ドセルカバーの調達価格が2倍以上に上昇し、既存
予算の枠組みでは依然として事業継続が大変困難な
状況となっている。そこで「松戸版図柄入りナン
バープレート寄付金活用協議会」を通じて「図柄入
り松戸ナンバーの寄付金」を活用させて頂くこと
で、ランドセルカバーの配布継続と、事故防止に有
効とされる反射材機能の付加という事業内容の充実
を今年度も継続して図ることで、松戸市内における
歩行中の子ども（中学生以下）の交通事故死傷者数
を減少させ、以って地域の子どもたちの交通安全に
資することを目的とする。
・目標
（1）令和8年3月末までに市内小学校における全新
入学児童（4,000人弱）へランドセルカバーを配布
する。

（2）市内全新入学児童への反射材付きランドセル
カバー配布により、松戸市内における歩行中の子ど
も（中学生以下）の交通事故死傷者数（※）を減少
させる（※：令和6年1月～12月の上記条件における
交通事故死傷者数…23人
・令和７年１０月・・・交付決定・ランドセルカ
バー発注
・令和８年３月・・・納品・学校配布（事業完

助成金交付決定事業の実施結果

交通安全啓発品等作成・配布事業

令和　７年　１１月　５日～令和　８年　３月　２７日

・ランドセルカバー納品時に、配布先小学校長宛の書面へ下記を記載した。
※このうちランドセルカバーについては、松戸地域地方版図柄入りナンバープレートの寄付金活用事業
助成金及び松戸交通安全母の会による助成で作成されました。※別添資料２

・「松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協
議会」を通じて「図柄入り松戸ナンバーの寄付金」
を活用させて頂くことで、ランドセルカバーの配布
継続と、事故防止に有効とされる反射材機能の付加
という事業内容の充実を今年度も継続して図ること
で、松戸市内における歩行中の子ども（中学生以
下）の交通事故死傷者数を減少させ、以って地域の
子どもたちの交通安全に資することを目的とした。
⑴別途資料１「ランドセルカバー配布先一覧表」の
とおり目標を達成した。なお、作成・配付数量につ
いては実数に変更した。（予定4,000枚→実数3,823
枚）※新入学児童が、４月から着用できるように配
布を完了した。
⑵令和９年６月に警察本部より提供される市別交通
事故発生状況データを用いて検証を行う。
・令和７年１１月５日・・・交付決定・ランドセル
カバー発注
・令和８年３月２４日、２６日・・・納品・学校配
布（事業完了）
・令和８年３月２７日・・・支払
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目標（2）の効果検証については下記の通り客観的な数値を把握することにより評価を行う。ただし、ラ
ンドセルカバーの配布時期が令和8年の3月末のため、数値が公表される令和9年6月頃に数値を把握する
こととなる。
・実施効果
市別交通事故発生状況データを用いて検証（前年1月～12月のデータを翌年6月頃に千葉県警本部より提
供）を用いて検証することとし、検証結果につきましては、令和９年７月頃、別紙にて財団にご報告い
たします。
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様式第８　別紙２

交付決定事業者名 松戸交通安全母の会　会長　中村要子

（単位：円）

交通安全啓発品等 ①委託費
作成・配布事業 ビニールランドセルカバー 反射材ライン入り

（※支給品チラシセット料、版代含む）

（240円×3,823枚）×1.1＝1,009,272円（税込み）

※消費税等仕入控除税額を減額しない。

※交付申請時より減額となった理由は、当初予定していた4,000枚
に対して、実数3,823枚としたため。

利用料等収入額
（他からの補助金等を含む。）

③

② ０円

差引助成対象経費（①ー②） 1,009,272円

必要となる
助成金の額

500,000円

必要となる助成金の額及び助成対象経費の内訳等

助成対象事業の名称
助 成 対 象 経 費 助成金

交付決定済額積　　算　　内　　訳 金　　額

500,000円

1,009,272円

合　　計 ① 1,009,272円
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Ver.1.0

様式第８　別紙３

交付決定事業者名 松戸交通安全母の会　会長　中村要子

合　　　　　　 計

　２．国からの補助金
　　  補助金の名称：

　３．都道府県からの補助金
　　  補助金の名称：

　４．市町村からの補助金
　　  補助金の名称：

　５．その他の補助金・助成金
    　補助金・助成金の名称：

  ６．利用料等収入額

　７．自　己　財　源

　１．当財団からの助成金

財　源　調　達　先

助成金交付決定事業に係る総事業費の財源内訳

調　　達　　金　　額

500,000円

509,272円

1,009,272円

円

円

円

円

円
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議案３ 
 

 

令和８年度助成対象事業者・対象事業の提案及び選定について 

 

 

標記の件について、松戸交通安全協会からは、昨年度同様、キーホ

ルダー等の交通安全啓発品の作成及び配布を行う事業提案がありま

した。 

松戸交通安全母の会からは、昨年度同様、市内小学校４５校におけ

る全新入学児童へのランドセルカバー配布を行う事業提案がありま

した。 

これらの事業提案を踏まえ、昨年度に引き続き、令和８年度におい

ても助成対象事業者として２団体（松戸交通安全協会、松戸交通安全

母の会）を選定することについて協議するものです。 
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様式第１（第４条第１項） 

令和 8年 7月 31日 

公益財団法人 

日本デザインナンバー財団 理事長 殿 

（導入地域の名称）【松戸（千葉県松戸市）地域】 

（交付申請者）所 在 地 千葉県松戸市松戸 558-2 

名   称 松戸交通安全協会 

代表者役職・氏名 高橋 清 印 

図柄ナンバープレート（地方版）の寄付金活用事業助成金交付申請書 

 図柄ナンバープレート（地方版）の寄付金活用事業助成金の交付を受けたいので、

図柄ナンバープレート（地方版）の寄付金活用事業助成実施要領第４条第１項の規定

に基づき、別紙のとおり申請します。 

【本申請に係る連絡先】 

交 付 申 請 者 名 松戸交通安全協会 

所 属 部 署 事務局 

役職・担当者氏名 事務局長 小田 清光 

所 在 地 〒271-0092 

千葉県松戸市松戸 558-2 

松戸警察署内 

連 絡 先 電話番号 047-362-5654

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ matsudo.anzen.kyokai@gmail.com 

松戸交安全協会提出資料
（令和８年度事業の概要等）
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Ver.2.0

様式第１　別紙１

⑦事業の概要

⑥事業の目的

交付決定日　～　令和９年３月３１日

当団体の交通安全に資する事業に、市内小学校、幼稚園等における交通安全教室の開催や、小・中学生及
び高齢者を対象に市警察と協力して行う自転車安全利用教育の実施等がある。また、市内で同様の活動を
行う松戸東交通安全協会においても、交通安全教室等で相互に協力しながら市内全域で交通安全啓発を実
施している。
これら事業において、更なる交通安全の啓発を図るため、「松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用
協議会」を通じて「図柄入り松戸ナンバーの寄付金」を活用させて頂き、交通安全教室等の参加者へ反射
材ストラップ及び反射材キーホルダーの交通安全啓発物品を市内全域で配布し、身に着けて頂くことで、
特に夕方・夜間における自動車等からの認知度向上を図り、松戸市内の交通事故死傷者数を減少させ、
以って地域の交通安全に資することを目的とする。

【定量的な数値目標】
(1)令和9年3月までに開催される交通安全教室等において、全ての反射材ストラップ及び反射材キーホル
ダーを配布する。(別添参照①・②：松戸交通安全協会　配布計画、松戸東交通安全協会　配布計画)
(2)松戸市内における歩行中及び自転車乗車中の子ども（中学生以下）及び高齢者（65歳以上）の交通事
故死傷者数を減少させる
（※令和7年1月～12月の上記条件における交通事故死傷者数：歩行中の子ども：23人、歩行中の高齢者：
57人、自転車乗車中の子ども：28人、自転車乗車中の高齢者：33人（参考人口統計：令和8年3月末時点の
松戸市14歳以下人口…52,726人、65歳以上人口…128,992人））（引用元：「松戸市年齢３区分別人口
表」「松戸市内の交通事故発生状況(令和7年1月から12月までの累計)」）

助成金交付申請事業の概要

5
①助成対象事業の名称

交通安全啓発品等作成・配布事業

交付申請者名：松戸交通安全協会　会長　髙橋　清

③事業を選定した協議会の名称

④事業の実施対象地域

⑤事業の実施期間

②
助成実施要領第２条第２項の別紙
に掲げる助成対象事業の該当番号

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会

松戸市

交付決定

反射材ストラッ

プ及び反射材

キーホルダー

発注

交通安全教室等での反射材ストラップ及び反射材キーホ

ルダーの配布（事業完了）

〈配布先〉

市内小学校における交通安全教室

市内幼稚園における交通安全教室

小・中・高齢者を対象とした自転車安全利用教育講座
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⑩事業の実施体制及び実施スケジュール

⑨交付決定前に着手を行う理由

⑧事業実施により達成すべき定量的目標及び得られる効果等

なし（交付決定後着手予定）

交通安全教室等での反射材ストラップ及び反射材キーホルダー配布により、松戸市内における歩行
中及び自転車乗車中の子ども（中学生以下）及び高齢者（65歳以上）の交通事故死傷者数を減少さ
せる
（令和7年1月～12月：歩行中の子ども：23人、歩行中の高齢者：57人、自転車乗車中の子ども：28
人 自転車乗車中の高齢者 33人）（定量的目標の評価方法等について）
市別交通事故発生状況データを用いて検証し令和９年６月頃に報告する（前年1月～12月のデータを
翌年6月頃に千葉県警本部より提供）

(2) 事業実施により得られる効果及び今後の活用方策等について
（事業実施により得られる効果について）

交通事故の減少

（今後の活用方策等について）

反射材等を通じた交通安全啓発が継続して行われる地域社会を目指す

(1) 昨年度までに同様の事業を実施した場合、その実績と効果（実施年度ごとの実績を踏まえて）

前年度も同様の事業を実施しており、目標としている期間内の全部配布を行い、効果検証も行ってい
る。子ども及び高齢者の事故件数についても減少しており、一定の寄与があったと評価している。

(2) 上記を踏まえた今年度申請事業の改善点等

特にありません

(1) 事業の実施体制について

【事業の実施責任者・担当者】松戸交通安全協会　事務局長　小田　清光
【配布体制】松戸交通安全協会及び松戸東交通安全教会

⑪事業の表示（表示する場所、表示するサイズ感、表示をする文章）

⑫昨年度までに同様の事業を実施した場合、その実績と効果及び今年度申請事業の改善点等

・反射材ストラップ及び反射材キーホルダーのパッケージに、松戸地域地方版図柄入りナンバープレート
の寄付金を活用していることを説明する送付文を添付（別添：様式1添付資料（事業の表示）参照）。

(2) 事業の実施スケジュールについて
【実施スケジュール】
令和８年７月・・・・・・見積もり徴取・仕様検討
令和８年７月中旬・・・・松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会（書面会議）
令和８年交付決定後・・・交付決定後、反射材ストラップ及び反射材キーホルダー発注・支払い
令和８年１１月
　～令和９年３月・・・納品後・交通安全教室等で順次配布（事業完了）・実績報告

(1) 事業実施により達成すべき定量的目標とその評価方法等について

（事業実施により達成すべき定量的目標について）
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様式第１　別紙２

（単位：円）

（注）本様式を作成、提出するにあたり、以下の資料について間違いなく用意できているか、用意できている場合には、□欄にチェックして下さい。
■ 助成対象経費の積算に係る見積書、必要に応じて各種経費に係る契約書または仕様書など積算の根拠となる資料
□ その他助成対象経費の算定に関して参考となる資料（カタログ、パンフレット等）
■ 助成対象事業を実施する契約事業者等の決定のプロセスに関する考え方に関する資料

399,949

交通安全啓発品等作
成・配布事業

利用料等収入額
（他からの補助金等を含む。）

差引助成対象経費（①ー②） ③

合　　計

　委　　託　　費
（算定式等）
①LED反射・点滅緊急ストラップ
（※転写シール名入印刷・化粧台紙印刷・PP個別包装代込み）
    900個　×　202円　×1.1（消費税）＝ 199,980円

②反射材キーホルダー
（型代・抜き代・OPP個別包装・配送料代込み）
　1,855個　×　98円　×1.1（消費税）＝ 199,969円

なお、①及び②については、人格なき社団の事業であるため、
消費税等仕入控除を減額して申請しない。

199,980

199,969

➁ 0

399,949

399,949

④

①

助成金交付申請額及び助成対象経費の内訳等

助成対象事業の名称
助 成 対 象 経 費

積　　算　　内　　訳 金　　額

交付申請者名：松戸交通安全協会　会長　高橋　清

助成金交付申請額
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様式第１　別紙３

円

円

円

円

円

円

円

円399,949

　１．当財団からの助成金

財　源　調　達　先

399,949

合 計

　２．国からの補助金
 補助金の名称：

　３．都道府県からの補助金
 補助金の名称：

　４．市町村からの補助金
 補助金の名称：

　５．その他の補助金・助成金
　補助金・助成金の名称：

 ６．利用料等収入額

　７．自　己　財　源

助成金交付申請事業に係る総事業費の財源内訳（予定）

調　　達　　金　　額

交付申請者名：松戸交通安全協会　会長　高橋　清
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様式1別紙1添付資料 

松戸交通安全協会 〈反射材ストラップ〉（案） 

松戸東交通安全協会 〈反射材キーホルダー〉（案） 

事業の表示（案） ストラップ・キーホルダー共通 

・この反射材グッズは、夕方や夜間の暗い場所で車のライトを反射して

光り、かばんやリュックなどに取り付けることで、ドライバーに自分の

存在を知らせることができます。交通事故の防止に役立つ身近な交通

安全グッズです。

・なお、この反射材グッズは、図柄入りフルカラー版の松戸ナンバーを

選択された方々からの寄付金を活用し、地域の交通安全へ還元する取

り組みの一環として作成しています。

松戸市・松戸交通安全協会・松戸東交通安全協会 
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様式第１（第４条第１項） 

文  書  番  号 

令和 年  月  日 

公益財団法人 

日本デザインナンバー財団 理事長 殿 

（導入地域の名称）【松戸（千葉県松戸市）地域】 

  （交付申請者）所 在 地 千葉県松戸市根本３８７－５ 

名   称 松戸交通安全母の会 

代表者役職・氏名 会長 中村 要子 印 

図柄ナンバープレート（地方版）の寄付金活用事業助成金交付申請書 

 図柄ナンバープレート（地方版）の寄付金活用事業助成金の交付を受けたいので、

図柄ナンバープレート（地方版）の寄付金活用事業助成実施要領第４条第１項の規定

に基づき、別紙のとおり申請します。 

【本申請に係る連絡先】 

交 付 申 請 者 名 松戸交通安全母の会 

所 属 部 署 松戸交通安全母の会 事務局 

役職・担当者氏名 主事 新井花菜 菊地治秀 

所 在 地 〒271-8588 

千葉県松戸市根本 387-5 松戸市役所 市民安全課内 

連 絡 先 電話番号 047-366-7341

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ mcanzen@city.matsudo.chiba.jp 

松戸交通安全母の会提出資料
（令和８年度事業の概要等）
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様式第１　別紙１

交付決定日 ～ 令和　９年　３月　３１日

(1) 事業実施により達成すべき定量的目標とその評価方法等について

（事業実施により達成すべき定量的目標について）

【事業の背景】当団体の交通安全に資する事業のひとつに、昭和43年から開始した市内小学校におけ
る全新入学児童4000人弱を対象としたランドセルカバー（黄色の目立つもの）を配布する事業があ
る。この事業費用は団体の活動費から毎年の調達予算を捻出してきたが、近年の資材価格の高騰等の
影響によりランドセルカバーの調達価格が２倍以上に上昇し、既存予算の枠組みでは依然として事業
継続が大変困難な状況となっている。そこで「松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会」
を通じて「図柄入り松戸ナンバーの寄付金」を活用させて頂くことで、ランドセルカバーの配布継続
と事故防止に有効とされる反射材機能の付加による事業内容の充実を継続することで、松戸市内の歩
行中のこども（中学生以下）の交通事故死傷者数を減少させ、以って地域のこどもたちの交通安全に
資することを目的とする。

③事業を選定した協議会の名称

④事業の実施対象地域

⑤事業の実施期間

②
助成実施要領第２条第２項の別紙
に掲げる助成対象事業の該当番号

松戸版図柄入りナンバープレート寄付金活用協議会

松戸市

助成金交付申請事業の概要

５
①助成対象事業の名称

交通安全啓発品等作成・配布事業

交付申請者名：松戸交通安全母の会　会長　中村　要子

⑧事業実施により達成すべき定量的目標及び得られる効果等

⑦事業の概要

⑥事業の目的

（定量的目標の評価方法等について）
令和９年３月中に各小学校に贈呈する数をもって目標枚数の配布達成を計測。

(2) 事業実施により得られる効果及び今後の活用方策等について
（事業実施により得られる効果について）

新入学児童が反射材付きのランドセルカバーを着用することで、自動車ドライバーや周囲の人から
認識し易くなり、歩行中の交通事故死傷者数を減少させる。

（今後の活用方策等について）

市別交通事故発生状況データ（千葉県警察本部より）を用いて検証評価する。

事業実施期間内において、市内小学校４５校における全新入学児童（4,000人弱）にランドセル
カバーを配布する。

松戸交通安

全母の会

日本デザイン

ナンバー財団

からの助成金

（交付決定後）

ランドセル

カバー発注

（事業開始）

発注数：4000

枚弱

配布予定日

令和9年３月下旬

配布先

市立小学校４５校

市内小学校への

ランドセルカバー

配布（事業完了）

配布人数：4000人

弱

配布された反

射材入りラン

ドセルカバー

を令和9年度

新入学児童が
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(1) 昨年度までに同様の事業を実施した場合、その実績と効果（実施年度ごとの実績を踏まえて）

これまで長年にわたり本事業を実施している。近年は多少の増減はあるもののこどもたちの交通事故
防止に寄与しているものと考えている。（中学生以下の交通事故死傷者数：令和６年２３件、令和７
年２３件）

(2) 上記を踏まえた今年度申請事業の改善点等

今年度も更なる効果を期待し、反射材付きのランドセルカバーを作成する。

(1) 事業の実施体制について

実施責任者：松戸交通安全母の会　会長　中村要子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実務
担当者：松戸市役所　市民安全課　主事　新井花菜・菊地治秀

⑪事業の表示（表示する場所、表示するサイズ感、表示をする文章）

⑫昨年度までに同様の事業を実施した場合、その実績と効果及び今年度申請事業の改善点等

・各学校へランドセルカバーを納品する際に「松戸地域地方図柄入りナンバープレートの寄付金を活用し
て作成」の旨を記載した送付文を添付。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・別途松戸市
で作成するポスター・チラシにおいて寄付金の活用先として表示、広報。

(2) 事業の実施スケジュールについて
令和８年１０月・・・交付決定、ランドセルカバー発注
令和９年３月・・・・納品、学校配布（事業完了）、支払、実績報告

⑩事業の実施体制及び実施スケジュール

⑨交付決定前に着手を行う理由

なし（交付決定後着手）
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様式第１　別紙２

（単位：円）

交通安全啓発品等 ①委託費 1,276,000円
作成・配布事業 ビニールランドセルカバー反射材ライン入り

（※支給品チラシセット料、版代含む）

（290円×4,000枚）×1.1＝1,276,000円（税込み）

※消費税等仕入控除税額を減額しない。

1,276,000円

0円

1,276,000円 500,000円

（注）本様式を作成、提出するにあたり、以下の資料について間違いなく用意できているか、用意できている場合には、□欄にチェックして下さい。
□ 助成対象経費の積算に係る見積書、必要に応じて各種経費に係る契約書または仕様書など積算の根拠となる資料
□ その他助成対象経費の算定に関して参考となる資料（カタログ、パンフレット等）
□ 助成対象事業を実施する契約事業者等の決定のプロセスに関する考え方に関する資料

利用料等収入額
（他からの補助金等を含む。）

差引助成対象経費（①ー②） ③

➁

④

①

助成金交付申請額及び助成対象経費の内訳等

助成対象事業の名称
助 成 対 象 経 費

積　　算　　内　　訳 金　　額

交付申請者名：松戸交通安全母の会　会長　中村要子

助成金交付申請額

合　　計
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様式第１　別紙３

円

円

円

円

円

円

円

円

助成金交付申請事業に係る総事業費の財源内訳（予定）

調　　達　　金　　額

交付申請者名：松戸交通安全母の会　会長　中村要子

776,000

1,276,000

　１．当財団からの助成金

財　源　調　達　先

500,000

合 計

　２．国からの補助金
 補助金の名称：

　３．都道府県からの補助金
 補助金の名称：

　４．市町村からの補助金
 補助金の名称：

　５．その他の補助金・助成金
　補助金・助成金の名称：

 ６．利用料等収入額

　７．自　己　財　源
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